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編　集　後　記
　機関誌「大阪公衆衛生」は90号になり、平成としては最後の発行です。次年度からは新たな年号
で「大阪公衆衛生　91号」で始まります。平成最後の発行ということで、「今まで」そして「これから」
の両面から公衆衛生を考える事をテーマといたしました。〈巻頭言〉では「健康医療行政」全般にわ
たり、大阪府健康医療部藤井部長より「健康医療行政をめぐる課題」～危機管理対応を通じて～（平
成30年度　公衆衛生協会生活衛生部会　講演会より）と題してご寄稿いただきました。今後の在り
方への示唆なども含め、貴重なご見解を賜っております。このたび平成31年 1 月29日に当協会成人
保健部会では「災害の振り返り～大阪府北部地震・台風21号～」というテーマで被災した当事者の
立場で関係者から公衆衛生分野における取組みを報告していただく研修会を開催しました。大阪府
北部地震と台風21号災害の振り返りについて〈特集〉としてその内容を集約しました。これまでの
災害を踏まえた公衆衛生分野での支援体制や受援体制の整備についてさらなる強化が図られること
を期待します。〈トピックス〉では、「保健所の災害対策と健康危機管理支援チーム（DHEAT）」に
ついて及び「多言語による医療のコミュニケーション」として寄稿いただきました。〈施設紹介〉で
は2018年10月に臨床治療開始をした「大阪重粒子線センター」のご紹介です。そのほか、〈会員の声〉
では若手会員からの報告と新入会員で海外での緊急支援事業としてご活躍の報告をいただきました。
業務お忙しい中、掲載のためにご執筆やご協力いただきました皆さま方に厚くお礼申し上げます。
（出版編集室長　松本一美）

